
ウ
ト
ナ
イ
湖

の
水
辺

の
烏

1
ー
…
冬

の

調

査

結

果

藤

巻

裕

蔵

冬

に
オ
ォ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
が
ウ

ト
ナ
イ
湖

に
渡
来

す

る

こ
と
は
、
古
く

か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

一
九
六

一
年
以
来
、
苫

小
牧
市
白
鳥
保
存

委
員
会

が
中
心
と
な

っ
て
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
の
観

察

を

つ
づ
け
、
毎
日

の
詳

し

い
記
録
を

「
白
鳥
調

査

報
告
書

・
苫
小
牧

の
白
鳥
、
第

一
集
」

(
一
九

六
四
)
、同

じ
く

「
第
二
集
」

(
一
九
六
六
)
と
し

て
発
表
し
て
い
る
。

ウ

ト
ナ
イ
湖

に
は
、

オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
以
外

に

も

ガ

ソ
、

カ

モ
、

ア
イ
サ
な
ど

の
水

辺
の
鳥
が
渡

来

す
る
。

し
か
し
、

い
ま
ま
で
の
報
告

に
は
、
オ

オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
以
外

の
水
鳥

に
つ
い
て
あ
ま
り

ふ

れ

ら
れ
て

い
な

か

っ
た
。
私

は
、

日
本
鳥
類
保
護

連

盟

の
依
頼

(
四
十
二
年

度
鳥

獣
保
護
事
業
基
本

調
査

)
を
う
け
、

一
九
六
七
年

十

一
月
～

一
九
六

八
年

三
月
の
間
五
回
、

ウ
ト

ナ
イ
湖
で
オ
オ

ハ
ク

チ

ョ
ウ
を

は
じ
め
、
他

の
水
鳥
類

の
観
察
を
行
な

っ
た
。

こ
こ
に
そ
の
結
果
を
報
告
す

る
。

観
察

は
、
毎

回

一
～

二
時
間

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ
ル

と
美

々
川
川
口
の
間

の
湖
岸
か
ら
、

二
〇
倍
望
遠

鏡

で
湖
全
体

を
み
わ
た
し
て
行
な

っ
た
。

ウ
ト
ナ
イ
湖

で
は
、
十

一
月
下
旬
～
十

二
月
上

旬

に
薄
氷

が
は
り
、
十

二
月
中
旬

か
ら
完
全

に
結

氷
し
、
美

々
川
川

口
と
勇
収
川
入
口
付
近

に
水
面

が
み
ら
れ

る
だ
け

と
な
る
。
春

は
、
三
月
中
旬

か

ら
氷

が
と
け

は
じ
め
て
水
面
が
広
が
り
、
三
月
下

旬
～

四
月

上
旬

に
氷

ば
消
え
る
。
水
鳥
は
、
氷
が

な
い
と
き

に
は
、

日
中
大
部
分
が
湖
岸
近
く

の
ヨ

シ
原

に
は

い

っ
て
い
て
、

一
部
分

が
湖

上
で
採
食

し
て
い
る
。
結
氷
期
間
中
は
、
美

々
川
川

口
と
勇

払
川

入
口
近

く
の
開
水
面
で
採
食

し
て
い
る
か
、

ま
た
は
そ

の
ま
わ
り
の
氷
上
で
休

ん
で
い
る
。

五
回
の
観
察

で
、
表
①

に
示
す
よ
う

に

一
七
種

の
鳥
類

を
記
録
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
う
ち
お
も
な

も

の
に

つ
い
て
述

べ
る
。

な
お
、

カ
ラ
ス
や
ト
ビ

の
よ
う

に
水
鳥

で
は
な

い
が
、
湖

上
で
観
察
さ
れ

た
も

の
も
表
に
加
え

て
お

い
た
。

・
オ

オ

ハ
ク

チ

ョ

ウ

・

オ
ォ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
の
数
は
、
十

一
月
下
旬

に
は

三
〇
前
後

で
あ

っ
た
が
、
十
二
月
下
旬

に
は
五
〇

近
く

に
な

っ
た
。
そ

の
後

一
～
二
月
は
観
察
で
き

な

か

っ
た
が
、
三
月
中
旬

に
は
約

一
五
〇
と
増
加

し
、
下
旬
に
は
約
五
〇
と
な

っ
た
。

い
ま
ま
で
の
記
録
(
前
述

の
白
鳥

調
査
報
告
書
、

第

一
集

、
第

二
集
、
以
下
同
様
)

に
よ
る
と
、
初

渡
来
日

は
十

一
月
上
旬
～
中
旬
で
あ

る
。
は
じ
め

の
う
ち
数
は
少
な
く
二
〇
以
下
で
、
し
ば
し
ば
姿

の
み
ら
れ
な
く
な
る
と
き
が
あ

る
。

そ
の
後
は

一

月

に
は
い

っ
て
か
ら
数

は
増
加
し
は
じ

め
、
二
月

下
旬
～
三
月
中
旬

に
そ
の
シ
ー
ズ

ン
の
最
高
数
と

な
る
。
そ
し

て
三
月
下
旬
～
四
月
中
旬

に
数

は
急

激

に
減
少
す

る
。

今
回
観
察
し
た
数
を
い
ま
ま
で
の
記
録
と
比
較

す
る
と
、
渡
来

は
じ
め
の
こ
ろ
か
ら
多
く
、
三
月

に
は
十

一
～
十
二
月
よ
り
増
え
て
は
い
る
が
、

い

ま
ま
で
よ
り

は
る
か
に
少
な

い
。

幼
鳥

の
割
合
は
、
十

一
月

に
四
九
%
で
あ

っ
た

も

の
が
、
翌
年
三
月

に
は

一
六
%
と
減
少
し

て
い

る
。
十

一
月

と
三
月
と
で
は
同
じ
群

が

こ
の
観
察

場
所

に
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
減

少
の
原
因

に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
第

一
に
考
え
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ウトナイ湖の水辺の鳥の観察結果表①

3月30日

12.10
～

13.00

1968

3月15日

12.15
～

13.05

12月25日

12.25
～

14.00

11月29日

13.00

～

15.00

1967

11月22日

12.45

～

14.30

観察日時

種 名

4

9
臼

24n∠

■⊥

-
⊥

3

り0

1
⊥

89

56

71

16

159

52

49

40

1

35

102

4

19

1

15

320±

40

5

14

1

630±

2

8

12

1

14

8

2

650±

13

2

2

26

25

1

33

6

7

53

880±

4

5

360±

1

ハ シ ブ ト ガ ラ ス

ハ ク セ キ レ イ

セ グ ロ セ キ レ イ

リス

ビ

ノ

ト

オ ジ ロ ワ シ

オ オ ハ ク チ ョ ウ

ら
れ
る

の
は
、
冬
期
間

の
死
亡
率

が
成
鳥

よ
り
幼

鳥

で
高

い
た

め
で
あ

ろ
う
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

オ
ォ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
は
、
通
常
五
～
六
卵
生
む
と

い
わ
れ

て
い
る
。
も
し

こ
れ

が
全
部
卿
化
す

る
と

す
れ
ば
、
成
鳥

一
っ
が

い
に
幼
鳥
五
～
六
個
体
と

な

る
か
ら
、
醇
化
時

の
幼
鳥

の
割
合

は
約
七

五
%

と

い
う

こ
と
に
な

る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
生

ま
れ

て
か
ら
南

に
渡

っ
て
冬
を
す
ご
し
、

ふ
た
た
び
繁

ヨ シ ガ モ

ヒ ド リ ガ モ

オ ナ ガ ガ モ

キ ソ クロハ シ ロ

ホ オ ジ ロ ガ モ

ミ コ ア イ サ

カ ワ ア イ サ

類モカ

カ イ ツ ブ リ

注:表 中 ± は大 体 の数 を 示 す。

殖
地

に
も
ど
る
ま
で
の
死
亡
率

は
非
常

に
高

い
と

い
う

こ
と
が
推
測
で
き

る
。

結
氷
す

る
と
、
オ
ォ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
は
開
水

面
の

あ

る
美

々
川
川

口
と
勇
払
川

入
口
近
く

で
採
食
し

て

い
る
が
、
前
者

で
は
比
較
的
数

が
少
な

い
。
そ

し
て
氷

が
な
く
な

る
と
、
湖

の
東
岸

一
帯

に
広
が

っ
て
採
食

す
る
よ
う
に
な

る
。

・
他

の

ガ

ン

カ

モ
類

・

オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
以
外

の
ガ

ソ
カ
モ
類
は
、
表

に
示
す

よ
う

に
九
種

み
ら
れ
た
。

ガ

ソ
類

で
は
ヒ
シ
ク
イ

一
種

の
み
で

三
月
下

旬

に
勇
払
川
入

口
付
近

の

ヨ
シ
原

に
み
ら
れ
た
。

ヒ
シ
ク
イ

は
、
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
の
よ
う

に
ウ

ト
ナ
イ
湖

で
は
越
冬
せ
ず
、
渡

り
の
途
中

に
よ
る

だ

け
で
あ

る
。
し

か
し
、
秋

に
は
観
察

で
き
な
か

っ
た
。

ヵ

モ
類

は
、
少
な

い
と
き
で
も
約
四
〇
〇
、
多

い
と
き
に
は

一
、
○
○
○
個
体

が

い
る
。

こ
れ
ら

の
カ
モ
は
結
氷
期

に
は
氷
上
で
休
ん
で
い
る
も

の

が
多
く
、

こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
種
類
を
識
別

で

き
な

か

っ
た
の
で
、
表

に
は

「
カ

モ
類
」

と
し

て

ま
と

め
た
。

ヵ
モ
類
の
中

で
は
、

マ
ガ

モ
と

ヒ
ド
リ
ガ

モ
が

も

っ
と
も
多

い
。

つ
い
で
多

い
の
は
オ
ナ
ガ
ガ

モ

と
ホ
オ
ジ

ロ
ガ

モ
で
あ

る
。
キ

ン
ク
ロ

バ
ジ

ロ
や

ヨ
シ
ガ

モ
は
少
な
く
、
単
独
、
ま
た
は
二
～

三
個

体

の
グ
ル
ー
プ
が
た
ま
に
み
ら
れ

る
だ
け
で
あ

っ

た
。

ヵ
ワ
ア
イ

サ
は
多

く
な
い
が
、
と
き

に
は
同

種

の
み
の
大
き
な
群

で
湖

上
を
飛

ん
で
い
る

こ
と

が
あ

っ
た
。

・
カ

イ

ツ

ブ

リ

・

こ
の
鳥

は
、
従
来
北
海
道
で
は
夏
鳥

と
さ
れ

て

い
る
。
今

回
は
十

一
月

に
美

々
川

の
川

口
で

一
個

体
観
察
さ
れ
た
だ
け

で
あ
る
。
多
分
南
下
が
遅
れ

た
も

の
で
あ
ろ
う
。

・
ワ

シ

タ

力

類

・

こ
こ
で
は
ト
ビ
、
ノ

ス
リ
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ

る
が
、

こ
こ
に
生
息
す

る
水
鳥
類

と
は
な
ん
の
関

係
も
な
い
よ
う

で
あ
る
。

オ
ジ

ロ
ワ
シ
は
、
五
回

の
観
察

の
う
ち
二
度
み

ら
れ
た
が
、

い
ず
れ
の
場
合

に
も
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ

ウ
や
ヵ

モ
の
群

か
ら
は
な
れ
て
氷
上
に
お
り
て

い

て
、

水
鳥
を

お
そ
う
よ
う
な

こ
と
は
な

か

っ
た
。

以
上
、
ウ
ト

ナ
イ
湖

の
冬

の
水
鳥
類

に

つ
い
て

簡
単

に
述

べ
た
が
、
冬
期
間

こ
こ
に
生
息
す

る
水

鳥
類

の
数
は
、
湖
の
面
積

が
広

い
わ
り

に
は
少
な

い
よ
う

で
あ

る
。

こ
の
報
告
を
書
く

に
あ

た
り
、
観
察

の
際
、

い

ろ
い
ろ
と
お
世
話
い
た
だ

い
た
苫
小
牧

ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
の
伊
賀
岩
太
郎
氏
に
お
礼
申
し
あ
げ

る
。

(北
海
道
立
林
業
試
験
場
)

3.9


